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技術分野

養殖魚用配合飼料

関連特許出願等

なし
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研究の動機（背景）

近年、世界的に魚類の養殖生産量が爆発的に増大している。と

ころが、配合飼料に多用される魚粉は、安定供給および水質汚

濁の観点から課題がある。そこで、魚粉を植物性タンパク質で代

替した低魚粉飼料の開発が期待されている。

これまでの主な研究財源

・養殖魚安定生産・供給技術開発委託事業
・革新的技術開発・緊急展開事業 など

今後の展望（ロードマップ）

低魚粉飼料の開発のための戦略
1. 飼料原料中の栄養素の含量を考慮し、低魚粉飼料を作製す

る。
2. 供給量の豊富で価格の安定している原料，植物性飼料原料

だけではなく，動物性飼料原料も利用する(ヒスチジン供給)。
3. 飼料原料に含まれる栄養阻害物質の影響を小さくする
4. タンパク質節約効果を促し，飼料中のタンパク質含量を低減

する。

解決したい課題

これからの養殖飼料に求められるのは以下の特徴であり、研究
を通して解決したい課題である。

• 魚に依存しない飼料
• 環境負荷の少ない飼料
• 健康な魚を生産する飼料
• 魚の味を調整する飼料
• 養殖加工残滓を利用する飼料
• 流通・販売負荷に耐える魚をつくる飼料

これまでの研究成果（例１） これまでの研究成果（例２）

希望する産学官連携体制

環境と魚に優しい（エコロジカル）、生産者に優しい（エコノミカル）、
ダブルエコな飼料を目標に、研究開発に取り組みたいと考えてい
ます。

マダイ用低魚粉飼料へのタウ
リンと酵素混合剤添加効果

• 8週終了時において魚体のタンパク質含量
が改善されていることから、酵素混合剤に
より、植物性原料の利用性が向上し、成長
が改善されたことが考えられる

• マダイ用飼料ではタウリンや酵素を添加す
ることで魚粉を10％まで低減できる可能性
が示唆された

• 低水温下では酵素の添加効果が低下する
のではないかと推察される

1. 低・無魚粉飼料においても、タウリン等の必須栄養素を添加し、活発
に摂餌する飼料ならば十分に代替は可能である。

2. 魚粉以外の飼料原料の価格、消化率を考慮する必要がある。
3. 摂餌誘因物質の探索
4. 魚油に代わる飼料原料の探索
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